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6月の
定例会

自己目標の設定が向上心を育む
～学校訪問～
自己目標の設定が向上心を育む
～学校訪問～

●●15

追跡れぽーと
議員提言のゆくえ
追跡れぽーと
議員提言のゆくえ

●●17

検証
福島特措法の改正で何が変わるの？
検証
福島特措法の改正で何が変わるの？

●●2

●●7 ズバリ!! 町政を問う
３議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
３議員が質問
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検証 福島特措法の改正 で何が変わるの？

◎官民合同チームの体制強化◎官民合同チームの体制強化

◎帰還困難区域に居住可能区域を設定◎帰還困難区域に居住可能区域を設定

平成29年5月23日に富岡町役場 全員協議会室で全員協議会を開催し、   福島復興再生特別措置法の改正について、復興庁より説明を受けました。平成29年5月23日に富岡町役場 全員協議会室で全員協議会を開催し、   福島復興再生特別措置法の改正について、復興庁より説明を受けました。

◎イノベ構想の推進を法定化◎イノベ構想の推進を法定化

◎風評払拭・交通手段確保などを法定化◎風評払拭・交通手段確保などを法定化

・除染や廃棄物の処理を国が実施
  （費用は国が負担）
・インフラ整備事業を国が代行
  （道路の新設等）
・事業再開及び新規事業開始に必要な
   設備投資等に係る課税の特例
・一団地の復興再生拠点整備制度※の適用
  ※全面買収方式により新市街地を整備する制度

【計画認定の効果】

重点推進計画に「福島イノベーション・コースト構想」の推進（区域や取組）を明記する
【区域】 福島国際研究産業都市区域
【取組】 研究開発拠点の整備、当該拠点の周辺環境整備、県や市町村の連携強化 など

県

重点推進計画が内閣総理大臣の認可を受けた場合、特例を措置
○中小企業者の研究開発の成果について、特許料等の減免
○ロボットにかかる新製品、新技術の開発促進のため、国有試験研究施設の低廉使用

国

○地域住民の交通手段を確保するための支援

○いじめ防止のための対策を支援

○風評被害の実態調査やこれに基づく措置を位置付け

○帰還環境整備推進法人の創設
　町はまちづくり会社等を「帰還環境整備推進法人」に指定し、官民一体でのまちづくりを推進する。

帰還困難区域内に、避難指示を解除し、帰
還者等の居住を可能とする区域（特定復興再
生拠点区域）を定める。
その区域の復興再生計画を作成する。

町

福島復興再生基本方針との適合等の観点を
踏まえ、計画を認定する。
・５年以内に解除可能な線量に低減できるか
・計画的な公共施設等の整備が可能か  など

国

国の職員が身分を保有したまま、福島相双復興推進機構に派遣することを可能とする。
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問　
帰
還
困
難
区
域
内

で
、
現
在
国
が
定
め
る
基

準
値
20
ｍ
Sv
以
下
に
な
っ

て
い
る
区
域
は
、
す
べ
て

復
興
拠
点
に
な
る
と
考

え
て
よ
い
か
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
復
興
庁

　

基
準
値
以
下
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
す
べ
て
が
復

興
拠
点
に
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
基
準
値
以

下
の
区
域
で
あ
っ
て
、
居

住
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

む
か
な
ど
の
要
件
を
満
た

し
た
区
域
を
復
興
拠
点
と

位
置
付
け
る
考
え
で
す
。

　

最
終
的
に
は
帰
還
困
難

区
域
す
べ
て
の
避
難
指
示

を
解
除
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
５
年

を
目
途
に
復
興
拠
点
内
の

【
帰
還
困
難
区
域
に
復
興
拠
点
を
整
備
】

　

長
沢
復
興
副
大
臣
あ
い
さ
つ

　

本
年
４
月
１
日
に
一
部
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
富

岡
町
に
に
ぎ
わ
い
が
も
ど
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
避
難
指
示
解

除
は
あ
く
ま
で
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
国
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生

活
環
境
の
整
備
等
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

帰
還
困
難
区
域
は
、
た
と
え
長
い
年
月
を
要
す
る
と

し
て
も
、
全
て
の
区
域
の
避
難
指
示
を
解
除
し
、
復
興

再
生
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
ず
可
能
な

と
こ
ろ
か
ら
、
着
実
に
、
段
階
的
に
復
興
に
取
り
組
む

た
め
、
帰
還
の
足
が
か
り
と
な
る
拠
点
を
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

質

応
疑疑

答答

除
染
を
実
施
し
、
復
興
拠

点
外
の
除
染
は
実
施
し
な

い
考
え
で
す
。

問　
復
興
拠
点
に
指
定

さ
れ
た
区
域
内
で
、
現
時

点
で
20
ｍ
Sv
以
下
に
な
っ

て
い
る
箇
所
で
も
除
染
は

実
施
す
る
の
か
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
復
興
庁

　

現
在
の
避
難
指
示
解
除

の
条
件
に
則
し
て
、
除
染

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
し
っ

か
り
行
い
ま
す
。

問　

官
民
合
同
チ
ー
ム

の
体
制
を
強
化
す
る
と
同

時
に
、
支
援
の
幅
も
広
げ

て
ほ
し
い
。
避
難
者
の
多

い
い
わ
き
地
区
で
事
業
を

再
開
す
る
方
に
も
、
富
岡

で
事
業
を
再
開
す
る
方
と

同
等
の
支
援
を
し
て
ほ
し

い
が
。（
安
藤
正
純
）

答　
現
地
災
害
対
策
本
部

　

帰
還
す
る
方
を
優
先
し

て
支
援
し
、
富
岡
町
を
復

興
さ
せ
た
い
と
い
う
考
え

と
、
町
外
で
事
業
を
再
開

す
る
方
も
同
じ
町
民
な
の

だ
か
ら
、
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
ほ
し
い
と
い
う
２

つ
の
考
え
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
う
と
っ
て
い
く
か
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

町
内
、
町
外
で
事
業
を

再
開
す
る
上
で
多
少
の
差

異
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
制
度
改
正
は
、
帰
還
す

る
方
へ
の
支
援
を
優
先
し

つ
つ
、
帰
れ
な
い
方
へ
の

支
援
に
も
目
を
配
っ
た
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長沢復興副大臣
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定例会・臨時会　　人事案件・不動産の取得・工事契約・表彰 定例会・臨時会　　町政報告要旨

人
事
案
件

人
事
案
件

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

町
政
報
告
要
旨

工
事
契
約

工
事
契
約

表

　彰

表

　彰

不
動
産
の
取
得

不
動
産
の
取
得
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人
権
擁
護
委
員
と
し
て

適
任
で
あ
る

佐
藤
晴
美
さ
ん

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
佐
藤
晴
美

さ
ん
を
適
任
で
あ
る
と
決

議
し
ま
し
た
。

　

２
期
目
と
な
る
佐
藤
晴

美
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成

29
年
10
月
１
日
か
ら
の
３

年
間
で
す
。

（
６
月
定
例
会　
　
　
　
　

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

と
し
て
適
任
で
あ
る

冨
沢
真
澄
さ
ん

　

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

冨
沢
真
澄
さ
ん
を
適
任
で

あ
る
と
決
議
し
ま
し
た
。

　

３
期
目
と
な
る
冨
沢
真

澄
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成

29
年
７
月
１
日
か
ら
の
３

年
間
で
す
。

（
６
月
定
例
会　
　
　
　
　

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
に
伴
う
不
動
産

を
取
得

　

富
岡
町
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
に
伴
う
不

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

（
５
月
臨
時
会　
　
　
　
　

　
　
　

全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

復
興
の
灯
し
火
を
絶
や
さ
ず
、
更
な
る
発
展
を
目
指
す

佐藤　晴美さん
（新町行政区）

冨沢　真澄さん
（小浜行政区）

【
復
興
、
新
ス
テ
ー
ジ
へ
】

　

こ
の
４
月
１
日
、
町
で
は
、

か
ね
て
よ
り
目
標
と
し
て
い

た
一
部
地
域
の
避
難
指
示
解

除
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、「
ふ
る
さ
と
富
岡
」

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
の
幕
開
け
で

あ
り
、
よ
う
や
く
、
町
再
生

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、

ま
さ
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

【
町
内
生
活
環
境
が
充
実
】

　
「
さ
く
ら
モ
ー
ル
と
み
お

か
」の
全
館
オ
ー
プ
ン
、
い
わ

き
〜
富
岡
間
の
バ
ス
路
線
及

び
町
内
循
環
バ
ス
の
運
行
開

始
、
そ
し
て
災
害
公
営
住
宅

の
入
居
開
始
等
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
施
策
が
実
を
結

ん
で
き
て
い
る
と
と
も
に
、

警
察
署
を
皮
切
り
に
、
国
や

県
の
機
関
も
徐
々
に
町
内
で

の
業
務
を
再
開
す
る
等
、
町

内
に
お
け
る
生
活
環
境
の
整

備
も
、
着
々
と
進
展
し
て
い

ま
す
。

【
学
び
の
森
再
開
】

　

４
月
８
日
に
は
、
修
繕
を

終
え
た
学
び
の
森
に
お
い
て

「
帰
還
開
始
記
念
式
典
」を
開

催
し
、
多
数
の
方
々
の
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
ま
で
広
野
町
で
開
催
し

て
い
た「
復
興
の
集
い
」も
併

せ
て
町
内
で
開
催
し
、
首
相

や
関
係
閣
僚
に
も
お
越
し
い

た
だ
く
等
、
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
帰
還
困
難
区
域
の
方
向
性
】

　

一
方
、
帰
還
困
難
区
域
に

つ
い
て
は
、
未
だ
立
ち
入
り

や
居
住
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

常
々
申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、

帰
還
困
難
区
域
の
再
生
な
く

し
て
、
真
の
町
の
復
興
は
成

し
得
ま
せ
ん
。
先
月
開
催
の

全
員
協
議
会
に
お
い
て「
改
正

福
島
特
措
法
」に
つ
い
て
国
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、

制
度
の
詳
細
が
固
ま
り
次
第

関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
、

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の

設
定
等
の
作
業
に
着
手
し
て

い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
未
だ
避
難
先
に

お
い
て
生
活
を
続
け
ざ
る
を

得
な
い
町
民
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
も
、
丁
寧
に
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
、
対
応
し

て
い
く
考
え
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
町
の
更
な
る
発
展
を
】

　

町
は
復
興
に
向
け
た
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
小
さ
な
灯
し
火
を
絶
や

す
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
展

開
し
て
き
た
様
々
な
施
策
を

継
続
・
発
展
さ
せ
な
が
ら
、

避
難
先
を
含
め
た
生
活
環
境

の
整
備
と
、
帰
還
困
難
区
域

の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

町政報告を行う宮本町長

富
岡
第
一
中
学
校

復
旧
工
事
契
約

　

富
岡
第
一
中
学
校
施
設

復
旧
工
事
の
請
負
契
約
に

つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

（
５
月
臨
時
会
・
原
案
可
決
）

自
治
功
労
表
彰

　

６
月
２
日
に
福
島
県
町

村
議
会
議
長
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席

上
で
、
黒
澤
英
男
議
員
が

自
治
功
労
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

黒
澤
議
員
は
平
成
９
年

７
月
27
日
か
ら
20
年
に
わ

た
り
町
議
会
議
員
を
務
め
、

議
員
活
動
を
通
し
て
地
方

自
治
の
振
興
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

た
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
。

災
害
公
営
住
宅
を
取
得

　

富
岡
町
災
害
公
営
住

宅
整
備
事
業（
第
２
期
第

２
工
区
分
１
棟
40
戸
）に

お
け
る
住
宅
等
の
取
得
に

つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会

�

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

【取得する不動産】
　富岡町防災集団移転促進事業移転促進区域内
　（小浜、大字小浜字反町、大字仏浜字釜田）
　面積：16,557㎡　　地目：田、畑
【取得予定価格】　28,898,400円

【取得する不動産】
　敷地：曲田土地区画整理事業５街区地内（小浜字中央）
　構造：鉄骨造３階建 １棟40戸及び付帯施設等
【取得予定価格】　1,129,363,560円
【契約の相手方】　積水ハウス㈱ 郡山支店

表彰を受ける黒澤英男議員

富岡第一中学校の現況

【工事請負契約の概要】
○名　　　称　富岡第一中学校施設復旧工事
○工　　　期　平成29年12月25日まで
○契 約 金 額　350,784,000円
○契約相手方　富岡町大字上手岡字下千里220
　　　　　　　桂建設㈱

《４月～６月期　定例会・臨時会のあらまし》
・平成29年５月９日に臨時会を開催
　工事請負契約案件をはじめ、不動産の取得、平成29年度の補正予算等、計14件の議案を慎
重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。

・平成29年６月定例会は６月13日から14日まで２日間の会期で開催
　人権擁護委員及び固定資産評価審査委員の人事案件をはじめ、条例の一部改正、平成29年度
の補正予算等、計12件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　諸般の報告では、代表監査委員から予算の執行は適切に行われているとの報告がなされまし
た。また各委員会から活動状況の報告がなされました。
　一般質問は宇佐神議員、早川議員、遠藤議員の３議員が登壇し、今後直面する課題や町政運
営のあり方について問いただしました。
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定例会　　補正予算
一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

６月定例会の一般質問に３議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

３議員が
質　問

動画配信中！

ズバリ

うを

■ 宇佐神　幸一 議員…………………………………………………… ８
◯町民参加型行事の再開は

◯新聞購読や宅配事業に対する町の考えは

■ 早川　恒久 議員 ……………………………………９
 ◯リフレ富岡再開の考えは

◯曲田・駅前地区に大浴場を整備しては

■ 遠藤　一善 議員 ……………………… 10
◯帰還困難区域全体の再生計画を

◯夜の森公園領域の拡大を
◯仮の富岡班消防屯所の設置を

1

2

3

※QRコードを読み取ると
各議員の一般質問動画が
見られます。

とみおか議会だより 191号とみおか議会だより 191号7 66

一般会計一般会計

《１億2244万円を増額》

　今回の補正は、急を要する事業の増額補正があり、予算総額201億1134万円と
なりました。
　補正のあった主な事業は以下のとおりです。

・商工業振興事業費（えびす講市への補助金）　　　　　　　 　 800万円の増額補正
・道路新設改良事業費（JRに橋をかける費用）  　　　　　　　5500万円の増額補正
・第一中学校施設整備事業費（一中プール設計委託料）　　　　3000万円の増額補正
・その他（営農再開支援事業費（栽培支援金）　等）　　　　　　2944万円の増額補正

問　
え
び
す
講
市
の
実

施
主
体
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

商
工
会
が
主
体
と

な
っ
て
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
そ
の
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に

町
職
員
が
参
加
す
る
と

い
う
形
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

た
だ
、
他
の
自
治
体
で
は
、

一
般
開
放
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

よ
う
な
し
く
み
を
作
れ
る

か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

答　
町
長

　

今
の
と
こ
ろ
、
学
校
用

プ
ー
ル
を
町
民
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

震
災
前
、
町
民
が
利
用

し
て
い
た
リ
フ
レ
富
岡
の

プ
ー
ル
は
、
今
は
使
用
で

き
な
い
状
態
で
す
。
今
後
、

町
民
の
健
康
増
進
の
た
め

に
ど
う
し
て
も
プ
ー
ル
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
今
回
整
備
す
る
学

校
用
プ
ー
ル
と
は
別
に
作

る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

問　
商
工
催
事
補
助
金

の
内
訳
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

今
年
度
11
月
に
再
開

さ
せ
る
え
び
す
講
市
に

対
す
る
補
助
金
で
す
。

　

夏
祭
り
等
、
そ
の
他

の
催
事
に
つ
い
て
は
、
別

の
補
助
制
度
の
活
用
を

考
え
な
が
ら
、
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

問　
栽
培
支
援
金
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

農
業
の
新
規
担
い
手
と

新
し
い
農
産
物
の
創
出
を

目
的
と
し
て
、
ワ
イ
ン
用

ぶ
ど
う
の
栽
培
資
金
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

（
※
関
連
Ｐ
20
）

問　
富
岡
第
一
中
学
校
に

整
備
す
る
プ
ー
ル
は
一
般

開
放
す
る
の
か
。

（
早
川
恒
久
）

答　
教
育
総
務
課
長

　

基
本
的
に
は
学
校
に
通

う
児
童
、生
徒
が
使
う
プ
ー

ル
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

質

応
疑疑

答答震災前のえびす講市

富岡でワイン用ぶどうを

一中プールの現況
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宇佐神 幸一 議員早川 恒久 議員

問

答

町民参加型行事の再開は
伝統的な祭り・イベントを復活

問　
町
内
で
の
参
加
型

夏
祭
り
の
実
施
予
定
は

あ
る
か
。

答　
町
長　

こ
れ
ま
で
帰

町
す
る
に
当
た
り
、
町
内

の
伝
統
行
事
な
ど
は
再
開

さ
せ
、
ど
こ
に
お
住
ま
い

に
な
っ
て
も
富
岡
と
の
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
を
進
め
る

と
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
町
内
の
伝

統
的
な
祭
り
及
び
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
復
活
事
業
と
し

て
、
夏
祭
り
を
８
月
中
旬
、

え
び
す
講
市
を
11
月
中
旬

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

問　
こ
れ
か
ら
の
夏
祭

り
や
え
び
す
講
市
に
、

町
は
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
く
の
か
。

答　
産
業
振
興
課
長　

　

夏
祭
り
と
え
び
す
講

市
、
２
つ
の
伝
統
的
な

お
祭
り
に
は
、
町
が
そ

れ
ぞ
れ
に
補
助
金
を
出

す
と
い
う
形
で
、
資
金

的
な
補
助
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
町

職
員
も
実
行
委
員
会
の

会
議
等
に
参
加
し
な
が

ら
、
開
催
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

問　
富
岡
町
観
光
協
会

の
現
状
は
。

答　
町
長　

富
岡
町
観

光
協
会
は
、
東
日
本
大

震
災
及
び
原
子
力
事
故

に
伴
う
全
町
避
難
に
よ

り
、
平
成
23
年
度
総
会

に
お
い
て
、
活
動
の
一
時

休
止
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
観
光

事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
本
協
会
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
会
員
の

皆
様
と
再
開
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　
と
み
お
か
プ
ラ
ス

が
観
光
協
会
の
事
業
を

補
っ
て
い
く
考
え
か
。

答　
企
画
課
長

　

観
光
協
会
が
事
業
を

再
開
で
き
る
ま
で
、
つ
な

が
り
を
保
ち
続
け
て
い

く
の
が
と
み
お
か
プ
ラ
ス

の
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。

問　
新
聞
購
読
や
宅
配

な
ど
、
日
常
生
活
で
当

た
り
前
の
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
て
い
な
い
が
。

答　
町
長　

宅
配
に
つ

い
て
は
、
郵
便
の
集
配

事
業
や
宅
配
業
者
１
社

の
町
内
で
の
事
業
再
開

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
新
聞
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

さ
く
ら
モ
ー
ル
と
み
お

か
な
ど
で
購
入
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
町
の
状
況
を
説

明
す
る
な
ど
し
て
、
各

事
業
者
の
事
業
充
実
や

再
開
を
継
続
し
て
お
願

い
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
ま
た
可
能
な

限
り
の
応
援
を
し
て
い

き
ま
す
。

問　
宅
配
事
業
者
が
町

内
に
集
荷
セ
ン
タ
ー
を

整
備
す
る
等
の
話
は
聞

い
て
い
る
か
。

答　
企
画
課
長

　

民
間
事
業
者
で
す
の

で
、
需
要
が
ど
れ
ほ
ど

あ
る
の
か
が
判
断
材
料

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
採
算
の

面
で
厳
し
い
の
で
、
集
荷

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
社

内
で
協
議
し
て
い
る
段

階
だ
と
の
話
は
聞
い
て
い

ま
す
。

　

集
荷
セ
ン
タ
ー
が
あ

れ
ば
、
町
民
の
利
便
性

の
向
上
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
事
業
者
に

継
続
し
て
お
願
い
に
上

が
り
、
状
況
を
説
明
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　 

曲
田
・
駅
前
地
区
に
大
浴
場
を
整
備
し
て
は

　 

駅
前
に
ぎ
わ
い
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
で
検
討

問答 　 

新
聞
購
読
や
宅
配
事
業
に
対
す
る
町
の
考
え
は

　 

重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
て
い
る

問答

とみおか夏祭り復活

問　
将
来
的
に
、
帰
還

困
難
区
域
に
あ
る
リ
フ

レ
富
岡
を
再
開
す
る
考

え
は
。

答　
町
長　

リ
フ
レ
富

岡
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
改
善
な
ど
、
町

民
の
健
康
増
進
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
も
つ
な
が
る
施
設
と

し
て
、
そ
の
必
要
性
は
十

分
に
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
、
ま
ず
は

町
民
の
健
康
維
持
や
健

康
増
進
な
ど
に
向
け
た

ソ
フ
ト
事
業
に
優
先
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
後
、
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
既
存
施
設
の
本

格
的
な
被
害
調
査
や
移

転
及
び
規
模
縮
小
な
ど

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

方
向
性
を
見
出
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
学
校
に
プ
ー
ル
が

整
備
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
町
営
プ
ー
ル
と

し
て
全
て
の
町
民
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る

考
え
は
。

答　
教
育
総
務
課
長

　

基
本
的
に
は
学
校
用

プ
ー
ル
と
し
て
整
備
す

る
方
針
で
す
が
、
一
般
の

方
も
利
用
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
に
で
き
る
か

ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

答　
町
長　

大
人
と
子

ど
も
が
一
緒
に
利
用
で
き

る
プ
ー
ル
に
は
、
様
々
な

制
約
が
生
じ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

学
校
用
プ
ー
ル
は
子

ど
も
た
ち
が
利
用
し
や

す
い
も
の
を
作
り
、
今

後
健
康
増
進
を
目
的
と

し
た
プ
ー
ル
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
別
に
整
備
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　
今
後
、
駅
前
に
ぎ

わ
い
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
る
中
で
、

拠
点
と
な
る
曲
田
、
駅

前
地
区
に
大
浴
場
を
整

備
す
る
考
え
は
。

答　
企
画
課
長

　

駅
前
に
ぎ
わ
い
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
富
岡
駅
前
の
復
興
状

況
に
合
わ
せ
て
、
求
め
ら

れ
る
機
能
や
施
設
の
配

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
浴
場
は
、
リ
フ
レ
富

岡
の
今
後
の
方
向
性
を

決
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
駅
前

に
ぎ
わ
い
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
検
討
過
程
の
中
で

も
議
論
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

答　
町
長　

こ
れ
か
ら

の
リ
フ
レ
富
岡
の
あ
り
方

と
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
が
合
体
で
き
る
か
ど
う

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

帰
還
し
た
町
民
の
健
康

増
進
や
憩
い
の
場
は
必
要

だ
と
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
も
し
っ
か

り
と
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

問

答

リフレ富岡再開の考えは
移転・縮小も視野に方向性を検討

震災後はユラックス熱海で水泳授業を実施

女川町駅舎内には大浴場がある
（※平成28年11月16日行政視察）
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【平成30年度の課税方針】
　○賦課基準日である平成30年１月１日は避難指示が解除されているため、減額課税
　　初年度区域となり、1/2の減額課税が適用される。

　○帰還率（住宅の使用状況）、商業・事業の再開、農地の耕作状況、家屋解体の進捗状況
　　などを考慮し、平成30年度は町減免条例で全額免除にする方針。
　　※財源確保に向けて「震災復興特別交付税」で対応できるよう国や県に働きかける。

【固定資産税の平成29年度の課税状況と平成30年度の課税方針】
平成29年度 平成30年度

固定資産税
（土地・家屋）

賦課基準日は避難指示区域
課税免除区域指定
全額課税免除

賦課基準日は避難指示解除
減額課税初年度区域として指定

1/2減額課税
⇒町条例により全額免除の方針
（帰還困難区域は全額免除を継続）

賦課基準日 平成29年１月１日 平成30年１月１日

　平成29年６月６日に富岡町役場 全員協議会室で全員協議会を開催し、税務課より平成
30年度の固定資産税課税方針について説明を受けました。
　平成30年度の固定資産税を全額減免するという方針を聞いた議員からは、減免分を補
てんする財源についての質問が出されました。

問
　
減
免
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
固
定
資
産

の
評
価
額
は
震
災
前
と

比
べ
る
と
大
幅
に
下
が

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ひ
い
て
は
固
定
資
産
税

の
減
収
に
つ
な
が
る
の

で
、
代
替
の
予
算
措
置

が
必
要
と
考
え
る
が
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
町
長

　

固
定
資
産
の
評
価
替

え
に
よ
っ
て
目
減
り
し
た

分
の
税
に
つ
い
て
は
、
地

方
交
付
税
で
補
て
ん
し

て
も
ら
え
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

確
定
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
国
に
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

問　
全
額
免
除
に
し
た

場
合
、
財
源
は
確
保
で

き
る
の
か
。（
堀
本
典
明
）

答　
税
務
課
長

　

先
行
し
て
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
た
他
町
で
、

解
除
後
１
年
間
は
震
災

復
興
特
別
交
付
税
が
支

給
さ
れ
た
実
例
が
あ
り

ま
す
。
当
町
で
も
適
用

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

国
や
県
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

問　
町
負
担
に
な
っ
た

場
合
の
補
て
ん
額
は
。

（
堀
本
典
明
）

答　
税
務
課
長

　

お
お
よ
そ
１
億
５
千

万
円
と
試
算
し
て
い
ま

す
。

質

応
疑疑

答答

全員協議会どうなる？これからの固定資産税
⇒平成30年度は全額免除の方針

遠藤 一善 議員

帰還困難区域全体の再生計画を
全域の将来像を見据えた全体構想を策定

問

答

問　
帰
還
困
難
区
域
の

復
興
再
生
計
画
は
、
全

域
を
対
象
と
し
た
計
画

を
策
定
す
べ
き
で
は
。

答　
町
長　

特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
の
設
定
、

復
興
再
生
を
推
進
す
る
た

め
の
計
画
の
策
定
は
、
帰

還
困
難
区
域
全
域
の
再
生

へ
向
け
た
取
り
組
み
の
第

一
歩
で
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
私
は
こ
れ
を
足
が

か
り
と
し
て
、
本
町
の
真

の
復
興
に
向
け
た
歩
み
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
ふ
る

さ
と
富
岡
を
未
来
に
つ
な

ぎ
、
将
来
を
切
り
開
い
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
再
生
に
向

け
た
意
見
交
換
を
帰
還

困
難
区
域
の
住
民
の
皆

様
と
重
ね
、
並
行
し
て

拠
点
区
域
設
定
の
考
え

方
、
復
興
再
生
計
画
策

定
の
考
え
方
に
つ
い
て
国

の
見
解
を
確
認
し
ま
す
。

　

な
お
、
早
期
に
帰
還

困
難
区
域
の
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、

区
域
の
土
地
利
用
の
現

状
な
ど
か
ら
段
階
的
な

再
生
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
現
実
的
な
対
応
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

問　
夜
の
森
の
桜
は
、
さ

く
ら
通
り
と
夜
の
森
公
園

を
核
と
し
た
観
光
資
源
で

あ
る
。
桜
並
木
も
夜
の
森

公
園
の
一
部
と
す
る
な
ど
、

領
域
を
拡
大
し
、
観
光
客

拡
大
に
向
け
た
公
園
、
道

路
、
施
設
の
一
体
整
備
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

答　
町
長　

夜
の
森
の

桜
は
、
富
岡
町
民
の
誇

り
の
１
つ
で
あ
り
、
避
難

生
活
の
中
で
も
我
々
の

心
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
観
光
の

観
点
の
み
な
ら
ず
、
生

活
環
境
や
道
路
通
行
環

境
な
ど
多
角
的
観
点
か

ら
検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
復
興
再
生
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て

も
、
本
町
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
桜
を
柱
の
１

つ
と
し
て
計
画
す
る
よ

う
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

問　
団
員
が
少
な
く
な

る
夜
間
及
び
休
日
の
緊
急

出
動
に
対
応
す
る
た
め
の

富
岡
班
消
防
屯
所
を
。

答　
町
長　

町
内
消
防

団
は
、
富
岡
・
い
わ
き
・

郡
山
の
３
地
区
６
方
部
の

実
働
班
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

消
防
水
利
の
確
保
や

交
通
誘
導
な
ど
の
後
方
支

援
は
、
消
火
設
備
の
設
置

状
況
や
地
区
の
特
性
な
ど

に
精
通
し
た
消
防
団
員
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

富
岡
班
を
含
む
実
働

班
が
使
用
す
る
消
防
屯

所
は
、
復
旧
工
事
が
完
了

し
た
箇
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
実
働
班
へ
割
り
振
り
を

行
い
、
火
災
等
発
生
時
の

出
動
拠
点
と
す
る
考
え
で

す
。

答　
生
活
環
境
課
長

　

富
岡
班
の
使
用
す
る

屯
所
は
、上
郡
山
・本
町
・

杉
内
・
上
手
岡
の
４
つ
の

屯
所
で
す
。

　 

夜
の
森
公
園
領
域

　
　
の
拡
大
を

　 

多
角
的
観
点
か
ら

　  

庁
内
横
断
的
に

　  

検
討

問答

　 

仮
の
富
岡
班
消
防

　
　
屯
所
の
設
置
を

　 

復
旧
工
事
が
完
了

　  

し
た
屯
所
を
使
用

問答

震災前の夜の森公園
（平成21年４月桜祭り時撮影）

太田消防屯所

杉内消防屯所
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  常任委員会とは、本会議前に   議案などを事前に審査したり、
   各課の事務の執行状況   などを調査する場です。

それぞれの常任委員会が調査し   た主な事業について報告します。

  常任委員会とは、本会議前に   議案などを事前に審査したり、
   各課の事務の執行状況   などを調査する場です。

それぞれの常任委員会が調査し   た主な事業について報告します。

A

産業復興常任委員会 総務常任委員会

今、課内でも検討を始めた段階です。
スタンプ化するにあたり、利用料を
どうするかなど、考慮すべき点があ
りますので、今後さらに検討が必要
だと考えます。　
　　　　　　　【企画課】

Q 町のキャラクターである
『とみっぴー』のラインスタンプを
作成する考えは。

A

A

帰還困難区域の除染対象地区の危険家屋
については、解体の申請を受け付けていま

すが、まだ除染が決まらない地区については、
申請を受けられない状態です。しかし、一時
帰宅時の危険等も考えられるので、道路沿いの

危険な家屋については、環境省で対応しても
らえるように、協議していきたいと考

えます。
　　　　　【復興推進課】

Q 帰還困難区域内の危険家屋の
解体申請を受け付けてもらえるか。

多くの方に利用してもらえるように、
広報等で再度周知したいと考えます。

　　　　　　【産業振興課】　　

Q デマンドタクシーは町の中心部
以外には来てくれないと思っている
町民が多い。もっと制度の周知徹底を。

A 帰還困難区域の粗大ごみについて
は、まだ回収できない状況ですので、
ご自宅で保管していただきたいと
考えます。今後、環境省と処分方
法について協議し、決まり次第、
お知らせします。 
　　　　　　　　【生活環境課】

Q 帰還困難区域の
粗大ごみの処分方法は。 

A これまでは週１回程度のパトロール
だったものを、 今後隔週１回増やし、
２週間に３回実施する予定です。そ
の後状況を見て、さらに見直しが
必要かどうか検討します。

　　　　　　【復旧課】

Q 避難指示が一部解除され、
町内を通行する車両も増えている。
道路状況の確認のために、
今まで以上に町内パトロールを実
施してほしいが。

A

A

A 社会福祉協議会やデイサービスもとま
ちの職員が、帰町している町民の見
守り活動をしています。その中で、
要介護認定の申請をして、デイサー
ビスを利用した方がよいと思われ
る方には、デイサービスのご案
内をしています。

　　　　　【健康福祉課】

Q 町内でデイサービスを
受けたいという方の把握は
できているか。

当町の給食センターは稼働できない状況で
すので、既に帰還している自治体と広域的
な連携を図り、給食を提供したいと考えて
います。

Q 来年度、当町で学校が
再開された際の給食はどうするのか。

A 仮設住宅にお住まいの方にはアンケート
調査や個別訪問等で、今後の住まいに関す

る意向を聞き取りしています。その中で、
仮設住宅の今後の方向性はお伝えしていま

すし、これからもおひとりおひとりから
丁寧にお話を聞き、恒久的な住宅へ

の移行を働きかけていきます。
【いわき支所・郡山支所】

Q 各仮設住宅にお住まいの方には、
仮設住宅の解体や集約などの
情報はきちんと伝わっているか。

小中学生に必要な栄養バランスを満たし
た献立に、町内業者が対応可能かどうか、
協議したいと考えます。

   【教育総務課】

Q 町内で事業を再開している業者に
協力してもらっては。 

とみおか議会だより 191号とみおか議会だより 191号13 1212
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総務・産復
常任委員会

総務
常任委員会

　

使
用
期
限
を
平
成
30
年

１
月
と
定
め
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
も
使
用
で
き

る
店
舗
は
徐
々
に
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
随
時
更
新
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
※
ふ
る
さ
と
創
造
学
の
一

環
と
し
て
、
富
岡
町
に
実
際

に
行
っ
て
み
る
と
い
う
考
え
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
学
校
長

　

ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
授
業
で

学
ん
で
も
、
実
際
に
は
富
岡
に

行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
子

ど
も
は
多
い
で
す
。
来
年
の
桜

の
季
節
に
は
花
見
遠
足
に
行

き
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま

す
が
、
線
量
の
問
題
等
、
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
町
民
の
利
便
性
を
考
え

れ
ば
、
週
２
日
の
販
売
で
は

な
く
、
平
日
は
買
え
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課

　

お
盆
や
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
に

合
わ
せ
て
、
特
設
販
売
等
を

行
い
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
期
間
中
を
通

し
た
平
日
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

受
託
者
で
あ
る
商
工
会
と
協

議
し
、
対
応
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問　
商
品
券
が
使
え
る
店

舗
は
。（
高
橋
実
）

答　
産
業
振
興
課

　

町
内
で
事
業
を
再
開
し

て
い
る
店
舗
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

問　
小
人
数
学
級
で
あ
る
の

で
、
生
徒
の
競
争
心
や
向
上

心
を
育
む
こ
と
が
難
し
い
の

で
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
学
校
長

　

確
か
に
、
三
春
校
開
校

当
初
か
ら
小
人
数
で
、
同
じ

教
育
環
境
で
学
ん
で
い
ま
す

の
で
、
競
争
心
や
向
上
心
を

育
む
の
が
難
し
い
部
分
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒

自
身
に
目
標
を
設
定
さ
せ
、

そ
の
目
標
の
実
現
を
教
師

が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
、
向
上
心
は
育
め
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
尾
小
学
校
と

の
合
同
授
業
や
中
体
連
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
し

て
、
他
校
の
生
徒
と
交
流
す

る
中
で
競
争
心
を
育
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
購
入
及
び
使
用
す
る
際

の
富
岡
町
民
で
あ
る
こ
と
の

確
認
方
法
は
。（
塚
野
芳
美
）

答　
産
業
振
興
課

　

住
民
登
録
リ
ス
ト（
義
援
金

受
給
者
を
含
む
）で
、
商
品
券

購
入
の
対
象
者
か
ど
う
か
を

確
認
し
ま
す
。
購
入
及
び
使

用
す
る
際
、
ど
ち
ら
の
場
合
も

運
転
免
許
証
等
に
よ
る
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
。

問　
代
理
購
入
が
可
能
な
家

族
の
範
囲
は
。（
塚
野
芳
美
）

答　
産
業
振
興
課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
時
点

で
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
代
理
購

入
が
可
能
で
す
。
同
一
世
帯
の

方
で
あ
れ
ば
、
委
任
状
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
家

族
の
分
を
代
理
で
購
入
し
た
り
、

ま
と
め
て
使
用
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問　

家
庭
教
育
学
級
の
取

り
組
み
と
は
。（
早
川
恒
久
）

答　
学
校
長

　

授
業
参
観
の
日
を
利
用
し
、

親
と
子
が
一
緒
に
学
び
、
考
え

る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば「
子
ど
も
の
肥
満
解
消
は

食
育
か
ら
」と
い
う
こ
と
で
、

三
春
校
の
教
室
で
親
子
一
緒
に
、

家
で
も
作
れ
る
簡
単
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

問　
い
じ
め
対
策
は
。

（
堀
本
典
明
）

答　
学
校
長

　

小
人
数
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

教
師
が
子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な

変
化
に
も
気
付
け
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
り
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
置
い
た
り
、

大
き
な
問
題
に
な
る
前
に
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

質

応
疑疑

答答

質

応
疑疑

答答

　平成29年６月１日及び２日に開催した総務・産業復興両常任委員会において、産業振興課
よりプレミアム付商品券事業について説明を受けました。
　議員からは、商品券を購入できる方の範囲や使える店舗、販売方法など、様々な点につい
て質問や意見が出されました。

　平成29年６月27日に総務常任委員会を富岡町立幼・小・中学校三春校内で開催しました。
　幼稚園のALT学習の様子や小学校・中学校の授業を参観し、子どもたちが真剣に勉強に取
り組む姿を間近で見るとともに、学校生活を送る環境を確認しました。
　また、各学校長や教育委員の方々と懇談し、教育現場で抱える課題や今後の学校運営の方
針などを話し合いました。

（１）対 象 者 富岡町民（義援金支給対象者＋新規住民登録者）

（２）販 売 額

・１セット１万円（1.5万円分）単位で販売
　（プレミアム率50％）
・金種1,000円券＊10枚＋
　500円券＊10枚＝20枚
・一人当たり最大６セットまで購入可能

（３）販売期間
平成29年８月〜同12月
・予約受付分は８月上旬に引き渡し
・それ以降は火曜日と木曜日に販売

（４）使用期間 平成29年８月～平成30年１月（６カ月間）

（５）受 託 者 富岡町商工会

（６）取扱店舗 富岡町内で事業再開をしている事業者
※詳細はホームページ等でお知らせします。

プレミアム付商品券販売！
上乗せ率 50％

自己目標の設定が向上心を育む
〜学校訪問〜

特設販売時期以外は商工会事務所で販売
（入口はさくらモールとみおか東側）真剣に授業に取り組む 自分の考えをみんなの前で発表 遊びながら英語を覚える学習

【
授
業
風
景
】

※
ふ
る
さ
と
創
造
学
と
は

　
「
子
ど
も
た
ち
が
震
災
か
ら
得

た
経
験
を
生
き
る
力
に
」と
の
思

い
か
ら
生
ま
れ
た
、
双
葉
郡
８

町
村
の
学
校
が
地
域
を
題
材
に

取
り
組
む
探
究
的
な
学
習
活
動
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議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと

要望活動を実施

常磐道・６号線の４車線化を
整備実現に向けて国・県等に強く要望

問
答

いわき中央IC～広野IC、山元IC～岩沼IC
　⇒ ４車線化
広野IC～山元IC ⇒ 13.5kmの付加車線を設置
※６号線の４車線化は、具体的な方針が示されていない。

復興・創生期間内（概ね５年）での
完成を目指す

（平成26年６月定例会遠藤一善議員一般質問）

空き地・空き家対策は
資源として活用できるよう整備

問
答

【実績】（平成 29 年６月 30 日現在）
 ・登録物件数　　　　　　　87 件
 ・お問い合わせ件数　　　　33 件
 ・成立件数　　　　　　　　 ０件

【お問い合わせ先】
一般社団法人 とみおかプラス
富岡町大字小浜字中央 416 番地
さくらモールとみおか内
☎（0240）23－6919（代）

（平成28年６月定例会宇佐神幸一議員一般質問）

追跡①追跡①

追跡②追跡②

（QRコード：空き地空き家バンク）

とみおかプラスで空き地・空き家バンクを開始（平成29年３月）

とみおか議会だより 191号とみおか議会だより 191号17 1616

原発等
特別委員会

用
プ
ー
ル
や
キ
ャ
ス
ク
を

増
設
し
、
よ
り
安
全
な
形

で
の
キ
ャ
ス
ク
へ
の
輸
送

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

現
時
点
で
も
、
１
号
機

か
ら
４
号
機
ま
で
の
使
用

済
燃
料
を
保
管
す
る
た
め

の
キ
ャ
ス
ク
は
足
り
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
将
来
的
に
は

５
号
機
、
６
号
機
の
燃
料

を
保
管
す
る
た
め
の
キ
ャ
ス

ク
を
増
設
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
フ
ラ
ン
ジ
タ
ン
ク
か

ら
漏
え
い
し
た
非
常
に
高

い
濃
度
の
汚
染
水
を
ど
の

よ
う
に
処
理
し
た
の
か
。

（
安
藤
正
純
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

漏
え
い
し
た
汚
染
水
は

堰
の
中
に
溜
ま
っ
て
お
り
、

外
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
堰
内
の
汚
染
水
を
汲

み
上
げ
て
、
タ
ー
ビ
ン
建

屋
に
移
送
し
ま
し
た
。
今

後
は
サ
リ
ー
や
キ
ュ
リ
オ

ン
を
通
し
て
、
処
理
を
行

う
考
え
で
す
。

問　
共
用
プ
ー
ル
か
ら

キ
ャ
ス
ク
へ
の
使
用
済
燃

料
の
輸
送
は
、
３
号
機
か

ら
取
り
出
し
た
燃
料
を

入
れ
る
た
め
だ
と
の
説
明

を
受
け
た
。
長
期
的
な
廃

炉
計
画
を
考
え
れ
ば
、
共

質

応
疑疑

答答

　平成29年５月23日に原子力等特別委員会を開催し、福島第
一原発の視察を行いました。

【委員長所見】
　原発構内でも全面マスクを必要とする作業地域は一部と
なっており、作業員の休憩所や食堂、コンビニなども整備さ
れたことで、労働環境は格段に良くなっていると感じる。
　一方で、構内には、いまだにおびただしい数の汚染水タン
クが置かれており、また原子炉建屋近辺では、バスの車内で
も線量計が300マイクロシーベルトを超える数値を示す箇所
もある。一時の緊急事態は脱したとはいえ、まだまだ予断を
許さない状況であると改めて感じた。
　原子力発電所等特別委員会は、今後も長期に及ぶ廃炉計
画が安全に進捗するよう、注視していきたいと考える。

（宇佐神幸一）

長期的な廃炉計画を
見据えた対応を求める

原発視察　　作業員の労働環境は改善している

乾式キャスク
（※東京電力ホームページより引用）

構内に整備された食堂

多くの汚染水タンクが置かれている

　平成29年６月６日に開催した原子力等特別委員会で、福島第一原子力発電所第１号機から４
号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの進捗状況について、東京電力ホールディング
ス㈱より説明を受けました。
　議員からは、突発的な事故に対して適切に対処するよう求める声や共用プールの増床など、
長期的な廃炉計画を見据えた対応をとるようにとの要望が出されました。
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　　　　　　　　　　　　昨年行った意見交換会や様々なイベント等で、　町民の方から多く聞かれるのは
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。

　  皆様の先が見えない不安を　少しでも解消できるように、
  富岡町の現状を　お伝えします。

　　　　　　　　　　　　昨年行った意見交換会や様々なイベント等で、　町民の方から多く聞かれるのは
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。

　  皆様の先が見えない不安を　少しでも解消できるように、
  富岡町の現状を　お伝えします。

Step.8

❺富岡中央医院が旧大原医院で診療を再開

❻廃炉国際共同研究センター国際共同研究棟が開所

富岡川

至いわき

富
岡
駅

常
磐
線

163

至相馬

富岡町文化
交流センター

グリーンフィールド
富岡

富岡町役場

JAEA

法務局

双葉
警察署

さくらモール
とみおか

富岡一中

ローソン

❶❶

❷❷

❷❷

❺❺

❸❸

❹❹

❶❶

❻❻

❸❸❹❹

金融機関が業務を再開

復興への あゆみ復興への あゆみ

中央１丁目110番地（☎0240－22－6560）
《診療日》 月・水・木　８：30～17：30
中央１丁目110番地（☎0240－22－6560）

《診療日》 月・水・木　８：30～17：30

東邦銀行 富岡支店・大熊支店
（平成29年４月６日再開）
中央２丁目41番地
☎0240－22－3116

【営業時間】
月～金　　　 9：00～15：00
ATM（毎日）　7：00～22：00

東邦銀行 富岡支店・大熊支店
（平成29年４月６日再開）
中央２丁目41番地
☎0240－22－3116

【営業時間】
月～金　　　 9：00～15：00
ATM（毎日）　7：00～22：00

福島銀行 富岡支店
（平成29年３月22日再開）
小浜字中央232番地
☎0240－22－2161

【営業時間】
月～金　　　 ９：00～15：00
ATM（毎日）　８：00～21：00

福島銀行 富岡支店
（平成29年３月22日再開）
小浜字中央232番地
☎0240－22－2161

【営業時間】
月～金　　　 ９：00～15：00
ATM（毎日）　８：00～21：00

あぶくま信用金庫 富岡支店
（平成29年３月27日再開）
中央１丁目33番地
☎0240－22－3161

【営業時間】
月～金　　　 ９：00～15：00
ATM（毎日）　８：00～20：00

あぶくま信用金庫 富岡支店
（平成29年３月27日再開）
中央１丁目33番地
☎0240－22－3161

【営業時間】
月～金　　　 ９：00～15：00
ATM（毎日）　８：00～20：00

ゆうちょ銀行　富岡支店
（平成29年４月５日再開）
本町１丁目25番地
☎0240－22－2222

【営業時間】
月～金　　　　９：00～16：00
ATM（平 日）　８：45～18：00
　　 （土 曜）　９：00～17：00
　　 （日・祝）　９：00～15：00

ゆうちょ銀行　富岡支店
（平成29年４月５日再開）
本町１丁目25番地
☎0240－22－2222

【営業時間】
月～金　　　　９：00～16：00
ATM（平 日）　８：45～18：00
　　 （土 曜）　９：00～17：00
　　 （日・祝）　９：00～15：00

４月11日開所した国際共同研究棟は、産学官が一体と
なって、福島第一原発の廃炉に向けた研究開発と人材
育成を行います。

４月11日開所した国際共同研究棟は、産学官が一体と
なって、福島第一原発の廃炉に向けた研究開発と人材
育成を行います。

とみおか議会だより 191号とみおか議会だより 191号19 1818



●９月定例会は、12日（火）～14日（木）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所・氏名・性別・年齢（○歳代）を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111

Q. 新たに始められた葡萄づくりの今後の展望は。
Ａ.　平成28年春には試験栽培として富岡町内の小浜および下千里に赤ワイン・シラーの苗木をそれぞれ約

200本、計400本、平成29年春には小浜に白ワイン・シャルドネの苗木約200本を植えました。
　　また、町内２カ所のほ場に気象観測機器を設置し、町内の海側そして山側でワイン用葡萄の栽培に適する

かどうかを確認しております。今後、試験栽培を通じて、苗木の成長状況、気象条件など確認し、町内に本格
的なほ場そしてワイナリーなどを計画できればと思っています。

　　この取り組みが、ワイン作りだけでなく、新たな地域づくり、雇用創出、地元の食材との繋がり、広域連携等
に寄与することを期待しています。また、ワイン用葡萄栽培が、夜の森の桜のように、孫やひ孫の後世まで残
すことのできる町民の財産となれればと思っています。

Q. 富岡町でワイン用の葡萄づくりを始めようと
　 思ったきっかけは。
Ａ.　高校を卒業してから大学進学、就職と18年の間故郷を離れ、国内外を

出張する際、常に故郷を重ねイメージしていました。富岡そして双葉郡に
何か役に立つことはないか、常にヒントを追い求めたように思います。

　　震災前から故郷の気候（特に日照時間）、地形、地元の食材などから
ワインの可能性を考えていました。震災後、ワインについて諦めかけ
たこともありましたが、こういう状況だからこそ新たなチャレンジ、そし
て地域の新たな産業の創出が必要であると思いました。

　　その思いを富岡の友人・知人に伝え、それが輪となり有志が集い、平成28年春に町民12名でとみおかワ
イン葡萄栽培クラブを設立し、ワイン用葡萄の試験栽培をスタートしました。現在は、町内外で20名のメン
バーとなり、富岡の地で将来の可能性を確認しています。多くの町民が集う環境となればと思い、クラブ会
員の入会を募集しております。

議会を傍聴しませんか？
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将来の町民の財産になるように
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遠
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　長 

塚
野
芳
美

富岡町議会 で

　

表
紙
の
写
真
は
富
岡
町
立
幼
小

中
合
同
運
動
会
の
一
コ
マ
で
す
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
。
体

育
館
で
の
開
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
徐
々
に
天
候
が
回
復
し
、
後

半
は
の
び
の
び
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

競
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
も
暑
く
な
る
よ
う
で

す
。
皆
さ
ん
熱
中
症
に
注
意
し
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

議
会
報
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
少

し
で
も
多
く
の
情
報
を
お
伝
え
で

き
る
よ
う
編
集
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
議
会
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
、
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
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